20171203レムナント教会1部
絶対十字架（ヨハネ19:10-11）
イエス様が逮捕されたときに、ピラトがいろいろなことを調べたり聞いたりしても、なかなか訴えられた罪に当たるものが見当たりませんでした。それで何回も釈放しようと試みたのですが、群衆がそれを許してくれなかったので、ピラトも困り果てて悩むようになりました。それでイエス様のところに来てもう一度話しかけたのですが、イエス様はそこで何も返事をしないので、「私にはあなたを釈放する権限もあるし、十字架につける権限もあるということを知らないのか」と言い、「だから、はっきり話して丁寧にすれば釈放してあげるかもしれないよ」という話をしたのです。そういう状況でした。そこでイエス様が、「上から許された者でなければ、私がこのように逮捕されて、十字架の刑に預かるということはありえない。あなたには権限があると言っているけれども、その権限によって十字架に行くか、行かないかが決まるのではなくて、上からの権限によって、神様が許されたのでそうなることなのだ。もしあなたの言う通りであれば、私はいくらでも釈放されるようになるだろう。でも、それはない。十字架には行かなければいけないのだ」とおっしゃいました。

クリスチャンの私たちは、常に考えて、また、質問しなければいけません。なぜイエス様は十字架にかかったのか。なぜイエス様は十字架で死ななければいけなかったのか。その質問を忘れてはいけないし、いつも問いかけなければいけません。皆さんは、どれほどそのような質問をぶつけていらっしゃるのでしょうか。また、それに対して、どのような答えをもっていらっしゃるのでしょうか。聖書がいま私たちに言いたいことは、イエス様には、十字架にかけられるような法的な問題などは一切見当たらないということです。それなのになぜ十字架にかかってしまったのか。事務的に、行政的にいろいろ工夫しても、十字架にかかるような問題は一切見当たらないし、そのような理由は見つけられません。常識的に考えても、人間的に考えても、どこに間違いがあり、どんな間違いを犯したのか、どう考えてもなかなか見当たりません。イエス様は逮捕される理由もなかったし、それを専門家が分析し、一生懸命、調べたとしても、法律的に何の根拠も証拠も見当たらないわけです。
この間も、横綱による暴力事件がありました。協会の方に報告すると、またうやむやになるかと思い、警察のほうではっきり調べれば白黒はっきりするので警察に任せるという話がありました。その背景にはいろいろな内容があるのでしょうけれども、それと同様に、行政、警察、役所のほうに預けるとしっかり調べて白黒はっきりするようになるし、なにが問題なのかをはっきり見つけてくれるということで、ピラトに訴えたわけです。しかし、ピラトが専門家としてどう調べてもなかなか見当たらなかったというのが今までの話です。それなのにイエス様はなぜ十字架にかけられるようになったのでしょうか。こういう背景をもって問いかけなければいけないものです。法的に理由がない、行政的に、事務的に、常識的に、人間的には理由がなかなか見当たらない、けれども、それより大きいのが、サタンが暴れることなのです。だから、十字架にかけられるようになりました。群衆は、そういう話をピラトの方から正しく説明しても聞く耳を持たないし、「違うよ。イエスを十字架に。イエスが十字架だ」という一点張りなのです。それが群衆の声ではなくて、サタンの暴れによることなのです。サタンはどうしてもイエス様を十字架につけなければいけないわけです。それに勝てる論理は存在しないということでしょう。ですから、不思議でしょうがないし、法的に考えると矛盾していることなのに、イエス様は十字架にかけられることになりました。しかし、なぜサタンのあがき、サタンが暴れるようになってしまったのでしょうか。そこまで考えなければいけません。イエス様が、「上から許されたものでなければ」と言いました。実は、法的な、行政的な、すべての理由を無視して十字架につけられるようになるしかないこと、サタンが暴れること、それらは神様が許されたことなのです。つまり、サタンはどうしてもイエス様を十字架につけなくてはいけないものだったのですが、神様もどうしてもイエス様を十字架に引き渡さなければいけなかったのです。神様の許しがあったので、神様が許可したので。これが、十字架に行かなくてもいいすべての理由を無視してしまう、それらを全部押さえてしまう本当の理由なのです。それほどイエス様が十字架で死なれることは絶対的なものなのです。どんな理由があろうが、どんなにもっともな理由があろうが、イエス様はサタンが暴れることによって、実は、神様の許可によって、神様の許しによって、十字架につけられるようになるしかありませんでした。なぜ神様は法的にも根拠がないし、人間的にも理由が見当たらないのに、サタンが暴れることを許してまで、イエス様を十字架に引き渡すようにしなければいけなかったのでしょうか。なぜイエス様の十字架は絶対的なものなのでしょうか。
　皆さん、絶対という言葉をよく心に覚えていただきたいと思います。すべての理由が全部崩れてしまう、そういう意味なのです。理由は、一つしかありません。イエス様が十字架で血を流されて死ぬことの他には、私たち人間が救われる道がどこにもないからです。その人が更生して、社会に貢献することができる人間にする方法はいろいろあるかもしれません。しかし、人間が救われる道は、イエス様が十字架で死ぬことの他には道がありません。ですから、神様は、私たち人間、罪人の救いのために、サタンが暴れることを許して、すべてのとんでもない、話にならない理由を全部許して、イエス様を十字架に引き渡されたわけです。だから、到底理解できないイエス様の十字架を覚えるたびに、救いがどんなものなのかということを考えなければいけません。神様の関心は、罪人である私たち人間が救われることの他には何もありません。もし救いのためであれば、大洪水によって一時期人類を滅ぼすことも容赦しないわけです。ぜひ「上から許されたことでなければ、十字架などはありえません」というイエス様のお言葉に立って、絶対的な救いということを改めて考えて心に刻んでいただきたいと願います。絶対十字架、それは、絶対救いを意味します。救われてもいい、救われなくてもいい。イエス様を信じてもいい。信じなくてもいい。そういう話ではありません。地球が半分に割れても、イエス様を信じて救われなければいけないわけです。そのことを改めて吟味していただきたいと願います。
　もし私たちが救われなければどうなるのでしょうか。このことをまず考えていただきたいと思います。もし救われてなければその人がどんな人であれ、その人の人生の結論は永遠の滅びそのものなのです。それを極端という表現もおかしいと思いますが、ルカ16：19から見ると、お金持ちとラザロのたとえの話が出ています。それはどういう話なのでしょうか。どんなに裕福で豊かな生活をしたとしても、救われてなければ地獄なのだという話です。どんなにラザロのような乞食の人生を送ったとしても、救われた人は天国なのです。もし救われていなければ、人間は自分なりには一生懸命、努力してまじめに人生を生きるつもりで頑張るでしょうけれども、その最後は地獄なのです。遠まわしで言うことがあり、ダイレクトに言わなければいけないことがあります。もし救われていなければ、どんなにお金を稼いで裕福になり、お金持ちになって生活に不自由などまったくないまま楽しく過ごしたとしても、最後は地獄なのです。一生懸命、勉強をして、まじめに仕事をして、他の人が遊ぶときに遊ばずに頑張って成功を収めたとしましょう。成功が悪いわけではありませんが、救われていなければ、成功した後、地獄に行くわけです。だから、人間というものは一生懸命、頑張る以前に、救われなければいけないものなのです。それでイエス様は、理由にならないすべてのことを全部無視して、全部押さえつけて、イエス様を十字架に引き渡されたわけです。もし私たちが救われていなければ、結論が滅びになるだけではありません。生まれたときから滅びるしかない運命を抱えて生まれ、それを抱えたまま人生を生きるしかありません。その人がどんな人なのか、どういう生き方をするのか、それは二の次の話です、つまり、もし救われていなければ、その人は地獄の背景を背負って人生を生きるわけです。生まれながら神の御怒りを受ける子らとして生まれたままの状態で勉強して、そのままの状態で家族のために、そのままの状態で仕事をするわけです。救われていなければ。右も左も分からないまま、なにが善なのか悪なのかも知らずに、なにが幸せなのか不幸なのかもまったく見極めることができないまま、ただただ生きるわけです。滅びの運命を抱えているまま、そこから一歩も出られないまま人生を生きるわけです。それで時期になると結婚もします。時期になると子どもも生まれます。しかし、生まれながら神の御怒りを受けるべき状態のまま人生を生きるわけです。自分の罪過と罪との中にあって死んでいたものであって、神様とは全く関係ないし、本当の祝福とは永遠に断たれているままの状態です。その人の人生に光が一点も見ることができない状態のまま正しく生きよう、そういう状態のまま良心に従って生きよう、そういう状態のまま迷惑をかけずに人生を生きて行こう、隣の人と仲良くしよう。それは悪くないけれども、救われていなければ滅びの運命を抱えているままの状態なのです。
なぜイエス様は、十字架にかかる理由がまったくなかったのに、サタンが暴れることによって、神様がそれを許されてまで十字架に行くしかなかったのでしょうか。その他に救いの道がなかったからです。救いがそれほど大切なものなのでしょうか。絶対的なのです。クリスチャンの私たちが、救いのことを絶対的なものだという認識がなければ、クリスチャン自分自身もあいまいになるし、福音宣教、光を放つということにはつながらないでしょう。訓練が足りないから、人の能力が足りないから、教養が足りないから伝道にならないわけではありません。救われているのに、救われたということがなにか分かっていないわけです。十字架の意味がまだまだ理解できていないからです。だから、認めたくないでしょうけれども、救われていないというのは、いまその人がなにをどうしているのかとは関係なく、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であるという状態のままなのです。なにも問題でなければ、こんな運命とは関係ないとつい思うし、なにかひどい問題に会ったときには、そうなのかなと思ったりするでしょう。まったく違います。生まれながらと言っているではないでしょうか。悪魔を父と呼ぶしかない状態のまま、人生を生きていくわけです。もしその人が救われていなければ、その結果、自分なりに人生の道を歩むつもりでしょうけれども、滅びの道を歩んで生きていくようになります。結局、サタンが作り上げた巧妙に悪巧みで作り上げた世の流れというものに従って行くようになります。先ほども申し上げたように、神様がなくても自分さえよければ、神がなくても自分が頑張ればということに従って、結局は神を否定する方向に行くしかありません。神を本能的に敵に回す、そういう滅びの道を選んで歩くしかないわけです。世の流れというものは、そういうものなのです。そこから自由になれると思いますか。神様がいらっしゃらなくても、神様を信じなくても、お金さえあればそれで結構なのだという流れに乗って行くしかありません。その結果、豊かになれば神はいらないと神に敵対する方向に、お金をもって神を敵に回すのです。自分の良さをもって、神を敵に回すことなのです。そのように生きるしかありません。神様を信じなくても成功さえあれば、それで幸せなのだという世の流れに従うしかありません。だから、成功を収めたときにはどうなるでしょうか。神様は余計に要らないので、神を敵に回すでしょう。成功をもって。そうならざるをえないのです。人間というものは。救われていなければ、生きること自体がそのようになるしかありません。

それが単に、自分のために、自分本位で、あるいは、お金のために、成功のためにと皆思うのでしょうけれども、聖書は明確に証言しています。それが空中の権威を持つ悪魔、サタンに従って人生を生きることなのだと。麻薬に手を出している者は悪魔に捕らわれていると、皆が簡単に思うでしょうけれども、一生懸命、まじめに成功を目指して、自分自身をしっかりコントロールしながら頑張っている者は悪魔に従っているとはだれも思わないでしょう。けれども、一緒です。そうするしかありません。救われていなければ、そこには自由がありません。人間自ら、違うよ、この成功より神様が大切なのだ、あるいは、この成功をもって主のために、神の御心のためにと思うことは不可能なのです。自由がありません。100％悪魔が喜ぶ方向に行く、その自由しかありません。救われていなければ。
そして、その生き方を極めるために、それを叶えてもらうために、それを手伝ってもらうために、宗教を作りだし偶像を拝み、霊媒師や占い師にお願いしたりするしかありません。だから、完璧に捕らわれるようになるしかありません。伝統、文化という美しい言葉に捕らわれて。救われていなければ、悪魔に従うことを伝統、文化として憧れのようなものに作るしかありません。そうしながらも結局は、死に勝てるものはだれもいないので、一生、死の恐怖につながれて人生を生きるようになります。本当は矛盾だらけでぐじゃぐじゃなのです。なにが何だから分かりません。結局は、霊肉ともに病んでしまうようになるし、本当の光が分からないのでさまようしかないし、最終的には疲れて重荷を背負うようになるしかありません。心に穴がぽかーんと空いてむなしくなるしかありません。救われていなければ。お金をいっぱい稼いでいるから心の穴が埋められると思いますか。そういう人間を見たことがありますか。それは全部嘘です。自分で自分をごまかしているだけです。そういうことはありえません。その人が犬でなければ、人間ならば、成功したからといってその人の虚しさが埋められるでしょうか。神様の他には埋められないものなのです。そのため自分で自分をごまかすしかないし、二重人格を持って生きるしかないわけです。申し訳ありませんが、それがいちばん上手にできているのが、本音、建て前という生き方を持っているこの民族なのです。本当は危なくてしょうがないのに、建て前のほうではそう思ってはいけない、大丈夫だ、これからも前向きに頑張ろうとして、それを全部包装するシステムになっています。だからといってそれが包装されるかというと、そういうものではありません。ある程度は、それが通じるでしょうけれども、必ずぽきっと折れる日が来ます。救われていなければ結局、こういう道を歩くしかありません。ですから、救いというのは、絶対的なものなのです。お金を稼ぐ以前に、頑張る以前に、救いが絶対的なものなのです。イエス様の十字架は、本当は理解できないものなのです。神様が許されたのでありうるものだったのですが、その理由は一つしかありません。絶対十字架、絶対救いです。私たちが理解している救いとはまた次元が違うかもしれません。ぜひ皆さんひとりひとりに救いが何なのか、そのために救われていなければどうなってしまうのかということを正しく吟味して、救いが絶対的なものとして正しく認識できるようになればと願います。
それでクリスチャンの中でもこういう勘違いが多いのですが、それが正しい動機とはなかなか考えにくいのですが、なにかの理由で人生正しく生きようではないかと思って頑張る人、あるいは、何かの理由できっかけがあって完璧にやろうではないかという人、あるいは、人々の目を意識して人に評価されるようにしなければいけないのではと、人がどう見るかにものすごく敏感になってこだわる人、その結果、まじめに一生懸命、うまく頑張っていかなければと思うのでしょうけれども、それは救いが絶対的に必要だということがよく分かっていないからではないでしょうか。完璧になにかをやろうとする前に、救われなければなりません。だから、完璧にやろうとしないようにしてください。土台、完璧にはやれません。でたらめに生きてもいいという話ではありませんが、発想自体が根本から間違っているのです。人がどう思って、人にどう見られて、どういう評価されるか、社会生活のために大切でしょうけれども、それが第一のこだわりになった場合には、精神的におかしくなります。必ずぽきっと折れるときが来て、パニックの状態に入るようになります。人にどう見られるか以前に救われなければいけません。なぜ救われることにこだわらずに、完璧にやろうと、頑張ろうということにこだわるのでしょうか。いま例えばそういうことによって限界にぶつかり崩れている方もいらっしゃるかもしれません。そこでまたダメだと思うか、あるいは、これを回復して頑張らなきゃと思うかもしれません。両方ともダメなのです。救われなければなりません。つまり、完璧にやろうと、正しく生きようと、うまく頑張ろうという負担から自由にならないと、これが全部負担になってしまうのです。重荷になっていつかはそれに耐えられず、ぽきっと折れてパニック状態になってしまうのです。それは勘違いです。最初から、人間がどういう存在なのか分かっていないから、そこから生まれた発想なのです。ぜひ自由になってください。
そして、なにが完璧なのでしょうか。なにが正しいことなのでしょうか。神様を離れているまま、なにが正しいことなのでしょうか。救われていない限りは、正しいことも完璧なことも、元も子もありません。最近、覚えた言葉です。元も子もない。前からずっとそれを言いたかったのですが、なんだったっけと思っていたのですが、良い表現だなと思います。元も子もない。ほとんどのクリスチャンがこういうことに捕らわれて、いまだにこういうものにこだわっていて、精神的に安定していないのです。平安がありません。どう見られるかと気にして。どう見られても構いません。悪ふざけをしてもいいという話ではありませんが、どう見られるかにこだわってうまくいけるような人間であれば、イエス様が十字架に行く理由がありません。だから、そういうことにこだわる以前に、いままではこだわるようになるしかなかったそれらを全部捨てて、救いにこだわってください。救われなければいけません。
この間、テレビを見ていたら、あるお母さんがアルコール依存症になってもうめちゃくちゃでした。それがどこから始まったのか。その番組の解説です。幼い頃、お兄さんは優秀な人で、下の妹は障害者で、その二人に皆の目が行って、自分はただいるだけだと勝手に思ったようです。そこで自分をアピールして、自分の存在感を示すためには、自分はしっかり良いもので飾って完璧に頑張らなければと考えて、一生懸命、勉強して良い大学を優秀な成績で卒業して結婚もしました。それでこれからは完璧なお母さんにならなければと、一生懸命、頑張って、周りからも完璧なお母さんと認められたようです。完璧なお母さんになって自分も楽しかった。しかし、結局、それが負荷になり、ある時期になってぽきっと折れてしまい、そこでアルコールに手を出してしまいました。それがどこまで行ったのかというと、朝起きたら吐いて、そのまままたすぐにボトルのまま飲むほどでした。しかもものすごく安物のお酒でした。お酒を大量に飲むから、そのお金もばかにならないため、良いお酒も飲めないわけです。そのテレビの中ではまだいやされていないままで終ってしまいました。完璧になろうというのは、どこから生まれた発想なのでしょうか。それが潔癖主義に走り、そして、デリケートになって周りからどう見られるか、好きか嫌いかと気にする。周りが私を好きか嫌いか以前に救われなければなりません。救いが絶対的な課題だということがわかっていないので、他のなにかが大きなテーマになって、それに引きずられて悪魔にだまされてやられることではないでしょうか。イエス様は十字架に到底行く理由がないのに、なぜ行ったのでしょうか。絶対なのです。なぜかというと救いが絶対的な課題なのです。救われていなければ元も子もありません。
そして、その救いの道は一本しかありません。その救いは、3つの問題の解決でなければ救いとは言えないものです。罪の問題を解決しました。その罪のゆえに悪魔、サタンに支配されることになりましたが、その悪魔の支配から解放されました。神様と出会い、神様と一緒になることでなければいけないのですが、これができるのはキリストの他にはありません。キリストはすべての罪を清められるまことの祭司であり、キリストは悪魔の頭を踏み砕いて勝利されるまことの王様であり、キリストは神様と一緒になるためのまことの預言者なのです。だから、救いの道はキリストしかありません。そして、このキリストは神様からのプレゼントなのです。私たちが探し求めて見つけられるものではありません。神様は最初からこのプレゼントを約束されました。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕き、かかとに噛みつかれることによって、つまり、イエス・キリストのあがないによって私たちは３つの問題を解決して、まことの救いの祝福に預かるようになると約束し、それを成就されました。十字架にかけられて、よみがえられたイエス様がそのキリストなのです。イエスがキリストなので、神様は叫んでいらっしゃいます。だれでも値なしで、ただで、このイエス・キリストを信じることによって救われる。だれでもイエスの御名を信じる者は救われる。神の恵みによる信仰によって救われた、これはあなたがたから出たものではなくて、神様からのプレゼントなのです。値なしに神様が与えられるプレゼントなのです。ただイエス・キリストを信じる者は救われます。この救いのために、イエス様は理由が見当たらないのに十字架につけられることになりました。イエス様はすべての理由にならない理由を全部無視して十字架に行きました。イエス様はサタンが暴れることを許して十字架に行かれました。イエス・キリストが自ら神様の御心によって十字架に行かれました。なぜなら私たちの救いのためにです。

そうならば皆さん、分かっているとは思わずに、なにがあってもどんな状況の中でも常に真っ先に優先して救いの告白をささげなければいけません。救いが絶対的なものにならないといけません。良いことがあるのか、大きな失敗をしているのか、いまはどうしても出られない罠にはまっているのか、死の影の谷を歩いているのか、精神的な問題があるのか、なかなか直らない習慣に悩んでいるのか、どんな状況であってもそれにこだわらずに、絶対ですから、真っ先に救いにこだわり、救いの告白をささげてください。
それから、これを直そうか、どうなるか、どうしようかということを考える以前に、真っ先に救いの祝福を味わうことを優先にしなければなりません。絶対なのです。救いが絶対だということを分かっていないので、なにかの問題があれば大きい、小さいとすぐに判断してしまうし、ダメだ、どうしようか、頑張ろうかという方向に行くか、または、周りからこうしなさい、ああしなさい、こうしなくちゃと言っているのですが、そうではありません。救いは絶対なのです。ですから、救いのことと、救われたのであれば、救いの祝福にこだわる、それを味わうことです。いまさまよっている最中でも構いません。いま痛みを感じつつ、いま失敗の中にいても、すぐに直らなくても構いません。救いの祝福を味わうことを優先に専念するようにしましょう。そのためにイエス・キリストは十字架で死なれました。だから、あきらめずに、また、いじっぱりにもならずに、希望を持っていてください。いつどう変わるか、それも気にせずに、いまどん底であっても構いません。周りがわたしをどう見ているか、一切気にせずに、救いの祝福、それにこだわりましょう。これが戦いです。
それから、皆さんのまわり人々、この日本中、この世の中にいる人々にとって、最も必要な、いちばん大切なものは救いなのだということをはっきり告白して、その目で皆さんの人生を整理していきましょう。何のためにこの時代に生まれて、何のためにその地域に行かされて、何のためにその職業を持って、何のために勉強しているのでしょうか。使命を元にして人生をしっかり整理しなければいけません。皆さんの愛情が、皆さんのお金が、皆さんの助けが必要なわけではなくて、救いが必要なのです。その目で家族を始め、皆さんと関わりのある人々を見てみましょう。その中にいる皆さんは、地位が上なのか下なのかということと関係なく、正しく人生を整理しましょう。また、いまきついことがあるでしょうか。それも意味が変わると思います。昔、いろいろな失敗があったでしょうか。意味が変わると思います。ぜんぶ使命を元にして整理しましょう。他の人に救いの祝福が与えられることのためにどういう意味があるのだろうかという目で再整理するようにしましょう。皆さんに必ず、当たり前ですけれども、私たちのレベルから見たときに不思議な神様のみわざが現れるようになるでしょう。
　
（祈り）
愛する天の父なる神様。どう探してもイエス様が十字架にかけられるような理由は見当たりません。けれども、イエス様が十字架につけられることは絶対的なことだったので、それが私たちの救いが絶対的なものだったゆえにそういうことがあることを教えられました。どうか救いを正しく理解して、いままでこだわっていた様々なものを後にして、救いをまっさきに、救いと救いの祝福にこだわることができる体質になるようにひとりひとりを祝福してください。それで人の救いのために残りの生涯を用いられることができるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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